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うっと いあこ とでい 」

類サ

入種写

）、

。て。 ス

参、ビ

にはー

札
すに供

加



と

２３
条

成 契納札約

入平。契

に
す示

北 加を 約入年 参項

者場

道 るす 期場海

北 海

１

と成調調調調

の平入

次

達達達達

札
に お

すすす 付 り年をををを

般月るるるる す 一４す

務務 事

競３役役役役 る

争日務務

道 公 報

北 ６７

海
道 資約資資

告 格資に資格

示 の格係格格を

第

有一１のす

有のるは有

効
期効般のる

号 喪者

及間争にが

間期競

第

行格再再成

をアイウ作
請た 申 う資中を企申し

す組を申 請

こ格小有業

が有業る合し請

とを企

類 方 です等者又よ書

の

きる協ではう

号

５
格再次

資
平申 審の

成査い
十

のず 請
三

再のれ
年

事か
四

第 必
示 間所に所

告 に 申

要

平範こ北な

が道格に 成囲と海資号

内
５、り境定

年で有環規

１成る活る

月平得生す

。部複 日

のの
ら４境サ

か年環写

様

札名名年仕

入項のの
称称間

数数

下び定

以及予等
明

」説

札札

入量量入

と複

書 い写

に うサ

よ

に

びは入定失２

枚 。ー

定

該資のる規

当、札め

る

間を札約す

期格落契

格

更す定係資

の有決に

件

手と日も要

新るのる
あ該

めででに

続認まの

協法とを

旨する当

たと

の組る業す提

る者同あ
合者し

当合も組る出

。
該の

限あ、け

資企にではな
のば

に組るる４れ

格業

な

係合。資

営除ををのら

るを）格
更す請い

業く変有申な

相）しる書。

を。

月請由該

三当

日

、
で

者
る

す

火

き
引

曜

き
続

日

廃ビ

平月室ー

格
資

成
日棄ス

策契

３限対給

年を物供

に課約

月度

る

で契す

ま該関

日当に

をを

だ間格

た期資

。約

。

）ビる
し

北均 施給平 実供月 をス

す
る海

。道

な

のるたし

堀

） 事枚 知

と

が有こ

知、い

通。め
のっ

た間な

っ期と

あ効

１はき

ら新と

か更た

日

行、

の、は

での

続でた者類

にわ資

資の出

合るそ提

、あ者

、

はを成に

又格構先

併
る変該

渡すを当

譲有員

先

りでし出

よ者更提

に
構の指

継のもの

承そた

は
者
る
す

と
う

よ
得

を

し

長す

、延有

査
審
格
資
、

者

アイ

のるこ

算する

予

額て事当落で

る捨税相

者る

札をた業す札あ

落

額で金とか

決加金者る

也
達

算

９

に入

に。契要そ号

額る

書札 れを掲札

約 そ）開

たのる額 作の ぞしげ金

定な格

の者入等 成時 れ

８
。

契う

る。失

めいを

予

７

交便べ価

年 郵郵落す定
の

等者海 及て格

便札北
規 電区制 にの 付道 びの

員に

た成示

報分限 よ決

のよ

も

５６

資り
説

入入開開札札交

入入

金書 札札札札付 証明

保

北北入
４

請
申
再
の

はの

の

札環行

道道執

海海札

あ額なを

定 市生場

幌境

当たをるをっ申

にし）

札者出

た金もか入たし

てて税書はる

っ額っ免

記落と

は当落事に、こ

金価者載札。

、該札業
ある定

札額格です決

入

速

に１するこ後

書にと

未のを。や

記円るかと

係 要

お 予を札に のに

載

数札否他びる

い 定落及

をとの費

、 量者こ消

て

じる告等

に 乗す公税

２
す 得定取

定 て。にの

規

の入

資 額るい

る ため扱

にの る定 方則

を 合札

格

よ応範 入方

第 に
入た内

号 法札る法じ囲

は写者

以 札複の

。

海の、サで

下 北

所めビっ

財 道場認ーあ

の、

規 境でなスて

務 環

」 活付。１入

則 生交い

場日場日場

と 部す枚札

時所時除に所

免付

、交

。る北

るす

す関

所
海海成にに事海

北北平

同同項道 道道

４。。幌

札環年じじ札
中

市生月市

幌境

中活

央部及

中活所

央部日央

廃

３室時

北境日

区環び

課

目策

丁対

６物

西棄

条

れの、わに

さ満で問か

金数札、費

た端入ず消

にあ参積等

額がに見税

該とすっ課

当る加もの

額は者契事 金きるた税

そ、金者 の、は約業

の消額で

額関

有 計に

端費のあ 分

者 最条

い がる

な ）す

し

反 た 価違 し のに

の 低件

札入 、 入た 札 でし 入 格

務札 財

。た記

い 環る当書

有は

） 廃のの

。 室り載

う 境
物札札

第 棄入入

対金総

、１

課が額 第

策額価 条
定

道分 規

海区 の

北各 項

北

区１区

財に

北号

条

３会時３

条議

目目

丁丁

６６

西室分西

四

る の数税

か ５

税 相の 額に免 に分 金等

を係

事 当切る

無 則 効、 規

すり課に業

入効 第 な
札と

務お に

。

限各る

にす 条

入 定

則る り

規け よ

和た金

昭札 め



第は

３
託資中中、

過し小当 号 格小

平

要） 企 去た企該

成 第 業 ２実業中

十

３ 等 年績件等小

三

条 の協 間が協企

年

特第 同 にあ同業

四 おる組等

北 海

２
役の政約政道平

資次契

務格令 い締令が成

第 ず結第行
う年 れの の指４ にた

のの 種もめ名月 条条 要
該に競３

道 公 報

１

必

格成に契資

資平者
る

及

格 託
に資 委度な び年要
いは 業

お

第

規 北

地定 海

に平 道

よ成

方
告自 ここ詳

り 示治 のの細

、年 第

施 告札、一４

法 公入は

行 のの入般月
競３ 号

容行説争日

令 内執札

号

す在

関
に

約名所

契
アイ

１ 組 事
る

月

項 合 いこ例合協

三

第 法 てと」同

日 国。と組

和 はう又 号 昭 又い合 ７

地。は に
げ 年 方）協 掲

火

協 律 共び組 る 法 公及同

曜

体小が 同 第 団中合

日 よ企次 組

必争日 ４４

り業の 合 号

２ す要入の 第第 類件当

同に前 項項 るな札直 １

よ 般と意関の にに 一こ

る期 定り 廃。をす納 規
る争 物て指限 す競 棄得

出るをで 者入 排い名ま

量者停の 札
さ税 成の 等は止道 未へ

務て、約格

参 予含

締定平量一

がに
道

予下
般 結め成等以
廃 しる

棄 よも年測

と月計格
物 うの４推資

査と
出 すす３調」

排 と
。に業い
量 るる日

予 に一務う
等

和 予、書札
昭 はは明入

定公にに
政 あする加

年 で開よ参
者
第 、。る

令 りる。す

変

な
以 る要

。 す必
号 更に

電

担
を

務称地

と資
下 こ

道番番

す海便話

当北郵

織境
組環号号

る
の生
名活－－

称部

－ 及環
び境

一団い ）

廃のれ 下 ３

般体ず 以 第

棄組か 条

にに該 同 規

物織に 協 に

連すす 合 す

関関当 組 定

る法と と 中

するる 」 る

査は う 企

調律き い 小

究和２ 組）

研昭、 業。

れて滞 者加 測まれを 年

し 被排 計ない納 、を 推

さ 査。いて 補除 調いな

でとな 人れ 業）こい 佐

こ はい 委な。い 又て 務

と。 補者 こと 被る 託い

般委。

でい 人な 。 助で

る争契推 め競託） 測 定

の査 北約札調 契入約計

知る示務 道係告業 海に
競う契

般行託

事一を委

札廃関

入般に

争一約

堀

め
」 り定

令 有を
政 も格

）
。
う 。。 い るた

と 得

第
５

の
条

所室北
線 物札内 地棄道

在廃海
対幌
策市
課中－
央

の 合に

６
西
条
３
北
区

業

つ 務年

受下律て掲

を法に 以い
北

次

７

海

の 道

と

約資資

告

お

に資格

示

り

係格格を

第

一１のす一

るは有

て。 っと あこ

般のる般

６

、

格再再成格資

イウ作資
有の 申 中を企申しの格

を申効有 請

小有業請た

業る合し請期効

企す組

加排資

参物る

達に棄す

５
す出格

也

資

格再次行

アイ資をア

出いこ格 申 審 提提のう
有 の 先先ずとを 請 査 出

４

の
項

１
第

のれが

申資時申資申

て資９た

請請

る審格か格請

い格

査午査類

と査審ら審書

。申の後のを のの きの

目
丁

済小協

資経中び

る及

げ

合

件業業組

要産企同

格
は局等

競 号 喪者

入定失２入

争にが争

競
のる規

札めに札

にる

札約す下

落契定以

決

要」

のる格札

定係資入

ででにい

まの件と

日も

間 方 等者又よ書間期

の
とをびは

協ではう類及

る業す提当、

同あ協法

期格

合も組る出該資

組
の合者し

けの有

企にではな間を

るる４れ更す

業限あ、

手と

合。資のば新る

組

な

除ををのら続認

を）格

す 再 のの

く変有申なめ

在にきる 申 名事 所かで
当。の

称地請由該る者

話者資

北郵電る該

す当

号、に

道番番で格

海便
境引係

環号

きる 生

き業

活－－続営

部

時請出

時方 請申５申提
る

時期はま法はす

の請

にと

平の次こ

期、で、

に掲に

成間

申て

４なるっ

年しげよ

日は書わ

３て請行

月く

同あ

、長協に

かな類な

しう合て

用行組っ

適が
３設

い公第、

な官法は
４際

格第の

適条立

。需
証掲格

のに資

合号に

組

し）

する当。

とあ該う
施

、い実

。めなを

るた

な。

期とる

効とす

有こ

のっ

間

五

いた

、は

はき

新と

更た

）しる書。旨

。更す請

あもでの通

でた者類の
あ

資の出が

るのそ提知

員、た

を成にっ

格構先

ら

る変該か

すを当日

有

た先の

でし出１

者更提

資を
そ

－ 環
境格相

を続 室北

得、

札う併 内 棄道よ合

廃海

すは

対幌と又 線 物
策市

者渡

課中－る譲

央

はに

条格承

３資り

北、よ

区

な提れ

ららのけ

。先な

日い出ば
。

日当い

曜、な

土にら

日の

曜先

日出

び提

及該

をる有

明げを

除示

を指

で

る組者

す業る

有企す

きあ

と合
が
下者

。以る

行、

合の
組員
業成

企構

。
う

。失

いを

な格

わ資

成示定

構の指に

のもの
よる

員にめ

た

６査し

西審継
資り契

よ

くに

請
申

目再者

丁の

過

前し

午成

の作

）り

。

め
。占

うを
い数
と半
」

）



６７８

便札 札交交便

入郵郵落

にの 付付 明び

等者 説及

る定 場方 の報 よ決 書電

付よ 入方

交に

北 海

５
入保第う

開入以証入。

札金札）

札にを保第 条 札下

の 参消 保納証７

証すの 日及条 加費付金

等る納びか し税

道 公 報

３４

海海札入入開

契北北入

札 項札環行

条道道執

約
示市生場

を幌境の札札

央部及

す中活所場日場

場

第

資

２

調一調契納札を

入平格

達般達に有

成

加る 約入年 を廃を参す

海 る物るすこ

北 す棄す

者。

道 役排役ると 期場

務出務

号

札 成
平入

１

平に

成付 年
十

す ４

三
る

月

年３

四

関入

に所法札る法

日事

は

す札

場認

事海海の、

る北北
境でな

札環所め

項道道

す

中活付。

市生交い

幌

ら よ

北境。

区環る

央部

う」 時金こ付北
海 とととの

除ま 財 すい。免条 道

に 規 者。 に、で 務 るう

、相 じ付定 則 は） 同納

当 。方め

を等と 和 の額法る 昭 そ
者

含はこ

。地に 北 見む、ろ 年 の

境日

所区環び所時所

積

３室時

北

棄海海成に

条廃北北平

同

西
６物道道

幌境４。

丁対札環年じ

課市生月

目策

中活

に

告

北号午

区１

央部日

名等仕必

示 の量の間所

称予様要

第

及測等契入な

の説格に び推約札資号

書定

量調入日明規

数計

よる

業説らにす

査札か

。般

委書成る一

務明平

託に
よ年廃

月項

三
日

火

曜

日

丁対

６物

西棄

条廃

３室

る 道 っ）方よ 海

課

目策

治。 規 たの自

契法則

の 金

施第 分 約

行

。 に

令号 ５ 額

す 税

和下 当 費

昭以 相 消

以 地

政務 額 び

年財 る 及

３会前

令規

条議

一る９棄

目
丁

６
西室時 排

式。月物
計

推
測

予

で等

ま量

日出

堀
事
知
道
海

北

務
業

査
調

１
非 請た款 定

申特代主定

上 方

利事記 営 のるに 表

」 の 消

第則
立

税札）い

号と 入 費

北

特の 海

定認平 道

非証成 告 ここ詳

営の 示 のの細

利申年 第

告札、活請４

公入は

のの入動が月

約名所

税相者契

イアイ

関

業す札あに

事当落で

で金とかす在

者る者る

る
す

関
に

て

開に入る捨

要そ号ア
札 げ金をた

札掲札落額
算額

時決 のる額加金

の

も
財を契
格
９

也
達

入等

第入作 則て
書 規っ

約 務

さ 動 っ活務載 者 あ 札成

所た 年人のれ 法 たの所

称名地的

名在目 月の氏

こま全

平ひ河河々保

日
し郡ので活

成が田東

年大上法幅動

促あ３ 号

た

容行説進っ日

内執札

予、書の

はは明法

で開よ成、

定公に平で
同 あする

２

、。法第

りる。年条
号規

す７の

更第項

変律

をっ申事

あ額なをる

る

出を

か入たし務称地

る

郵電

税書はる担

免札者

す海便話

事に、こ当北

札。る道番番

業記落と

境

です決組環号号

者載
ある定織

るこ後の生

かと速名活－－

を。や称部

たを

おに 札にし）

に定
た 他びる金も

い当 及係
の費て

、っ こ消額っ

て
２て

告等該札

には 公税当落
額格

定入 にの金価

規、

る書 め扱にと

す札 定取
記 入円る

資に るい１す

を載 札未の

格

の
入 項な １効否 第有要 条

。 よ
る に

限 定に 規札 の

士人広の

し め
を 定
） り

画

月自幌はい企

３雪充
ガ字地を・

２然町、層

平の象営

イ糠域対運

日

々、行

北セ北人にを

ド

や自い

海ン区

道タ

地雪体自

知ー番大然、
環も

堀を・が

山験然

事

よ

と第に

こ）定

訪

も

す

得１告

り第公

有条り
よ
に

定
規。

。のる

る項
、
り

－ 問か及環

わにび境

ず消所室北

見税地棄道

、費在廃海

もの対幌線 積等物札内

っ課策市

た税課中－

契事央
条

額で３

金者北

約業区

関の、

有さ に満で
のあ

る数札

なた す端入

しれ

件あ参

者額 条がに

い金

違とす し当 にる加

のに

しは者 入金 反きる た該

入そ、 、の た、は 札額

財札の消

定
者 予

た た

は端費 分 務

限
と 制

者 の
札 格

落 価
を

。 範
る の

す

六

る教豊

れ境つ

あ
で

内
囲

の環や

く・さ

達多育か

設
り
お

と
の

次

人境価

也

る西

か６

税目 の免丁 分

事

等 ５ 則、数税 の 規

に業

効額に に 第無金
相 とを係

各るすり課

す切る 条当

価
の

低
最

て
っ

。



主定

平 た款

成 るに十

事記三
年 務載

四

北 海

４
利

営 の表 非 請定
申特代

動 っ活者 あ

道 公 報

３
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

第

２
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

号

所さ

月 のれ三

所た日

地的

在目

火 市け

幌海こ）民る

札北体

曜 や活情

民動報

市道の
法 北

日 間団リ 人
は）情体テ

区

名 月の氏 年人
法 たの

北

生持害の平イ加

日称名
フ

活つを福成ン藤

を人持祉

３メ美

送々つの年ォ知

こ自事進月ン

るの当増

た 年人のれ 法 たの所さ

名地的

名在目 月の氏所
ュこ

こ平自佐札ニ

日称
生喜市ーの

と成立藤幌

を

石郷人

目年活美白南法

と月ン区サは

的３セ代

た 年人のれ 法 たの所さ

名地的

名在目 月の氏所

る

平十西帯持調す

日称

全に事

成勝江広こ保和

多市の

い等

年自靖東法しつ業

は持てを

３然幸６人、

し

をすら

値愛暮

月ネ条 のち

、くま

え多や

伝る

サ、や報等ラ

人

術のー

条ポ北介技へシ

４ト道福情を

西ー海護

報高
化め

丁セ内祉
）支、

目ンの

事援北

１タ
内関、業を海

－ー
非域、い内

連地者行道

利業政市デ

営事行、の

タ

市者と民ジ

と立者に

で活主与

が生が寄日ー

なこ

る社とる

きや体す

を加てを

会参っと

社会
、と

現どい的

実な行目

たすっる

る関もす

すに

タ南ン、
めるて。

す

さ通イ害

る日ー郷ハ障
ツを

。

っ

南人

ろ目階つ

ぽ丁１持
中
の

号域

２地

番が

２々

調い

８ッ南、続の行

で

丁在能査、

日ト７現可
機社究会

目危な研社

地なを環体

番的会、全
育益

況く教利

状つ境の

るめら増

あたなの

にる

人づ

然人にに

自、び進

と輪に

然のり

自々く

と

る

なげす

つ広与

のを寄
てを

をしと

りそこ

が、
、とと

し然的

習自目

学

民連活タ

携動ル

しにデ

活

ておバ

動
平根

身定氏羽西

指

、

団

障た成田條

体し
害。

社

月名俊明

福４

者年泰

障体

害を全

障業会

、事
を

北 規

海 精定精名

道 神 神に平寄

告 病 保よ成市

示 立 院 健り

第

び応４合 の 及、年総

た
し
立
自

急月病 名

北 る納１２

海 平の

道 成事平受所

告 務成託

示 者在 年を

第

月の４名

４次年の

与

環と啓寄
１者月称地

の関る

を然にす

境自発

維

北

地 海
道方
告自 代主定

示 た款治
第

施 るに 表法

事記

る
山す。

雪生る

大共す
５

を

３

祉 利
営 の
非 請定

申特

日

法

療

和
昭診内内

第目科科

律
法科

年

精

）

従市市 号
号

害指
障院日

神入３称院

祉院設寄

福病
者定開名

ると
すの

関次者市

にを
指市

律り寄

法お所名

号

ら託株東

か委日

日に３

社千

成た会都

平し式京

。

神

月イ区

３チ田

年ニ代
学

行
で河

ま駿

日館田

務載 者号

の所さ

令

氏所た和

のれ昭

び

第
令

政 名地的

年 在目

二石の

市の報育

号 ツ狩こ情と

活
あ

第 佳花法をっ

） 川
称

名 月の
年人

法 た
動 っ

共

ド成狩

イ平石
日

解

立立

第

消年同

の室室

項
１根根 第業 条

知 に病病 道 定

海 規場 北

七

師

堀 医

所院院 る

事 よ

た条

和し７

昭定西

北目 律丁

法８

年。在南

海１ 第

道番

第

事 ）

知地地 号

堀指平

目

に丁

間２

の台

定成 条

用海

使北地

る番

け９

お
料

数堀

手
び事

及知

料道

子川人地て

南は域い

条質提こ第

６、にく条

丁高しに項

２の供と１

豊子与規

目い、寄の

かどす定

保達こよ 地なもるに 番

目道

環地を、

育がとり

保

に月児

等３乳

境域

寄

ぽ

こん

るた

す園

与日育

同 を

る
す

と
的

目
をぽ

と

の

定成 次

指平

達

と年

お月 也

り日

の
４年

第月 達
日 １

び也

及
収達

徴
の

の

也 項

院

子中と病

との的立
収

び。お

てのるに

育です

。

援のけ

支



担 北

身当名ふ 海

さ平 道

せ成

る 体
告た 障
る 示矯 害
医年 第

福療４正 者
祉機月歯

関３称科 号

を日

法

北 海

谷木部

米川首林金外服
尚

圭弘秉耕秀憲

谷見藤

史之寛河平文

道 公 報

崎原山林

可平石小片小

介彰剛稔一

喜圭修

愛間

章

第

山尾水

緒東西森横長清

俊直祥俊洋道俊

方村田

郎樹二樹子子彦

号

岡沼内

片浅竹

平
成信秀
十
三也臣亮
年
四

と磯

和の所上

昭次

２

律指分

法り追

年お町

し－

第定

在 た
）
。－ 号
第

環形 科

循消循内整小内
科

外 器器器外
・児

環化

町千千興

科科科科科科

法歳歳 療療部 療

医医医

整マ内

市市 人 法法立町

科・

科形チ科

内外外内
リ器

形・吸

整科呼

・外
美医医

科科科科ウ科

外

ル医ル医

院法院北 療療療 病療病

眼小内

人 人海 法法 瑛法

科科科

器

児

尿

外内泌内
市木よニ国医

科科科科

ク法 立 臼古こッ療

羅市

町療 ま人 町立立内や

月眼小小

三
日

科科科
児児

火

曜

海
市北砂

日

１
第

２

地 の
条

立 立川 道

の当療 海科 項

北担医歯

定べ種

知正 規すの 道矯

、
り

堀 よ

き類関 に

事に

民 社 人人国

定成 更

指平

団団日健 団 社社立立 穂
合合保 北北鋼別康 総総

病病病病 念病険 斗斗記

同

院院院院院院院

病病

人社 財道

同同同同同同

杏 明生 社社団 町 団厚 人

北会 会遠立和 団団 理連

藤 病 間斗 南厚近

道軽 平

院院院

イ病病 医病 ロ生

国

同同同同同同

ヤ院院

函鼻団 養 国
耳財

館
健喉理 健所 咽明 民

民

保 保・道

康小 科会 康別
病病 科ロ 険 険病病眼南

院院院院リ院ヤ

クイ 病

市 児
小

同同同同同同同

病病 セ
健
保 室立

合
総
根

生

成
平同同

院ー院
タ
ン

達

医年

療月 也

を日

ま灸 扶平
療名ひも鍼

医

り山 称 助成
の

り整 め４み 又 た年わ口

の月

北

生 海 北白ク小厚

道

の
ゆス活
告 りリ竹岸保
示 国調の護
第 剤キ調調法

調ク 薬

国 問
万訪愛たらよむ有

会 かい デ 看 代つ ん限 か
剤社 タ ス クば調 ンこ 護

さ

ー薬 リルぎ調 テし

北

生せ名岩 海

る平 道

機成見 活
告称 保
関 示沢 護
を年 第

次４脳 又 法
の月

若
剤局

薬 調
ミ 幌ル

南ク

療日整る 医３はの 草 薬

院院院

担骨 骨 を氏整 骨
広

施所函室帯

る
す
当名

輪西 在

機市市市

術館蘭

次町町条

を岡西４

関富

昭

地

局チ剤剤号

調 剤和

局

法 薬 部
薬年 剤薬薬 鹿

第
律 局店局局

富茅枝同厚

野郡郡郡）

良部幸岸号

市鹿浜枝厚第

字部頓幸岸

局 ク今 中

山町別町町条

ニ８ 歯 ョ田 央 リ ニ剤 シ

店局

王ッ条薬 歯 ッ薬 ン

磯帯岩名

ク子ク科科局

路歳谷広見寄

岩苫釧千

郡牧市市郡市沢市

内小

８３

岩市愛花蘭西市西

町条条条

内若国園越２

昭

町草東７

と３は神

号

お日経

和
律定名科

法指外 年り氏

た
第し
。所岩

市 在 第

沢 ）

見 号

８

牧
幌小
南苫

局店

地条 条

５
丁町
２草
町若

元市
町

８

の３１南

番目
２丁

目

目 又 お目目丁

と丁丁

り６
５番

指番－８

は 定
。道ビ

た海森

し北号地

字に

堀
所階

事１

知ル

住

市鹿字栄住お

部字町北
江て

街部浜町のい

頓 地

町準 別 ２

３用 番 条

番す

番 通

同 地 南地る

１

法

目第

丁

字町４丁蘭南西南

の
条

７ 万３丁目越２
町丁丁丁 代丁目

目目目 － 目

１１ の４番番
地地地 １ ８番２番番番

２
ス

ク

号ン１

８号サ

規

西 の

は－ り

８ よ

目 に又丁 定

知 扶

住 道 療

海 医

北６ 、
め

堀 た

所 の

事 助

３
号番

療
医

る
す

号

八

定成
指平同同

達年
月 也
日

に
定

同同同同同規
よ
り
、

同同同同同同同同

療

定成 医

指平 の

達

を年

担月 也

当日

同同



土 北

土地そ 海

改の平 道

良関成

地
告改

平 事係 示良

成 業書年 第法

十 の類４

三 昭土は月

年 地、３ 号和

四 改平日

北 海

美 北

土原 海

土平 道

地成

地
告改
改 示良
良年 第

区４

法
昭の月
定３ 号

款日

和

道 公 報

や法鼻

坪療耳

大北医条

道団科 い

社喉 よ人咽 海

会ニ リ草リ

ク駒ク

第

ト療鼻

名石医ス小医耳
喉 原 称黒法デ法咽 笠 療

又外整 ケタ社科

人ン人

科・ク駒リ 形 イル団ク

イニ会ッ

アリ草ニ 外 は

号

関 北

生等 海

活か平 道

保ら成 告

護次 示

法の年 第

施と４

行お月

規り３ 号

則届日

月 年良成

三 法事

日

画月

第計４

律業年
を５

）
定日 号

火

たら 第
めか

曜 。
第

日 条

日

、 １

間

認
第を

律更
法変

年の
可

後。 第

更た ）

変し 号

）

ッ ニ調

法２

療第

ク医条

富函帯フ

ク剤十
東ク ッ

更

良変変館変変広ロ変
レ前

野更更市更更市ー
ン）

市前後田前後東

山））家））

療

部大お町北ア条ス医

海ー南 ２坪お

科

条やつ番道ル７階法

院木

ウク植 医 ック 氏病

ロ

所深北士帯フ

名院エ

在市市市市ー

川見別広
ン

３北東東レ

条５１

５条条条ス 地
番西北南

４１７階 又

出
っ

和あ
昭が

第
令

省
生

厚。
年た

縦 定

の 規

般 の

一 項

）
号

、

供道 り

に海 よ

覧北 に
区

堀 地

。 の

る事 次

す知

駒定

団規

社の

人項

つ
に

、

植道 り

会海 よ

草北 に

鼻成

耳事 平

木知

咽堀

調薬丁人

ク月

科３

喉年

ク号剤局目社

通よぼ９

田番駒

１クリ１団

南い

会

目ニッ家地草

丁リニ
ック店

鼻

同平平耳
条
十

ク号東
咽

成成
変喉 変 変

更科 更 更

７１ は目目目

号丁丁丁

北地地 住番番

海１

届平同同同

事
知
道所号

堀成
出

第

の

り
よ
に
定
規
の
項
１

第
条

トキ

営

也 道
て

達 い

指
、

シツ
ベ ウ 区シ ヨナ

地藤
名井

リ達

ク南

ッ也 、

ニ日
北

次そ 海

のの平

な同

道

地関成

が

告 ぬ

区係 示 ま

に書年 第

業つ類４

農
協いは月

ク
）ッ

称称称ニ

名名名リ

規

））

北

土定そ事 海

にの平 道

よ関成

地
告業 改
り係 示良
、書年 第

次類４主 法
のは月

達
容止止開

也廃同休再

内

定

田別門別

士

稲南北振

第 区大大

地南旭

機
療
医

帯

免地

事農同畑

名和２

備

業備整

整合

道総

農

排
用 の用

業
農

て、３ 号

合道成

組、平日

同

営
良５
改月

親優地４
土年

基きのら
業か
事日

和勢

基き
盤ょ盤ょ土

昭

整）整）地日

土、３体 号

地平日

和
年改成名

法良
の月区

第業４地

律事年
施５名

認ら事 第
のか ）
行日 号

可

土用土暗畑中全

の日 条

用

き
地山 用地用地き暗）

良、ょ
帯間 排改排改ょ

総、総区、
総地 水良水

総 暗合暗合画土
合域 、

改 備

合 き整き整整層
整

農 ょ備ょ備理

地 担 、））良
災 土いい防 い 客担担）

育育支 ）手手手

改

地用地

事土用土

援農

暗合

総、総

良水良

改排
）

備ょ備

整き整 業
合

水

育育 の手手

いい

担担

海ょ

北き
暗
、

道 種

農
、

知
道類）

九

道道

堀海海

縦北同北

事

一

促促良、

備備改間

覧

業般

進進事
計覧

盤盤更縦

基基変の

］］を供

備備画に

整整

定す

第

北同

。
た。

暗暗める

に
を一 項

請、 ３業 申間

て
と縦 い

当の おの 適般

道 用
定に海 準種

決覧北

る事類 る
たす知 す
し供

業 成成

縦 第

堀 法

。 同
。

］］用 型型型
単用

層、

画業土水

区農独排

、排良用

理用改農

整用

北同

業、］保

農水）地

］］

型型

成成

同北

、

理理

整整

画画

種区区

釧

縦北同

類業業

農農

、

所庁庁

達支支

場谷路

宗

覧 条
８

庁
支
知

空
道

海

也

海海

の所
也 項

場 １

達 第

庁庁

支支

川勝

上十

道道

所庁
支
場知
空

覧道
海



次 北

土の 海

と

事東同

道

お 藻地 業

告

り 琴改 主

示

役
良 体

第

員
法 名村

昭の
就 号

園任
和 地山広

北 海

項適 北

土の当そ 海

規との平 道

定決関成

地
告改
に定係 示良
よし書年 第

りた類４

法
昭、。は月

次、３ 号

の平日

和

道 公 報

管認 北

土理可杵 海

す平し臼 道

る成たた

地
告

管め

改
杵 示良
臼年理池 第

た４規の

法
昭め月程維

池３の持 号

に日概、

和

第

成安 地山 平知

土栗倶同

土 改土
地

月良 良 区 ４改 改 良 年地

日
３名区区

号

に 北

土係 海

る 道

管
地
告改

平理 示良
成規 第法
十程
三昭を
年認 号和

四可区

律出
法 名拓栄届

年 開の

事基同あ
第が

盤っ

促 業第

備。 ）

整た 号

進

条

の基第

盤

年土成

法地
事月

第良４

律改年

業５

地ら 第
土か ）
の日 号

改
業、 ３
事間 の
良日 条

律管そ

法る作

年係要操

規他

第理の

程管

更つ 第
変に ）

の理 号
をい

要 ２

め可必 の

定認て 条

山線線 地
土鳩甲乙

てし

設め首首 施
良た頭頭

改

維め維

管定定

名池工工

持て持て持

維め

月年し

三法た

日

第
律。

）
号

火

第

曜

の
条

日

定 種］規

備の

整項

２

田
池

、

類）り

道よ

農に

網改

覧道地

海土

縦北同

項
画般 ５
計一 第

場走良

い
更覧北 お
変縦 に
のの

す知 準
協供道 て
のに海

堀 る
つ。 す
にる事 用
議

たな 第

査 第
審 法
て 同
い

を の

。項 項

る。事 ３

い

よ

道て に

海め 定

北定 規
山

堀 栗

。 、

事る り

知い

る操 理、い、い、

地
土

そそ

作。作。作

操る操

海他他他

北ののの 規そ

に

知程理理理

道管管管

堀いいい

つつつ

事にに

要要要

必必必

ててて の

、
り

よ
に

定
規

の
項

１
第

ら

所庁か

支区

地
土

の
次

支

イ

、

町立次庁

木 村間の経

におの部

の 森伐と次済

、
果也 第
結 条
の達 ８

林

１

１

ア
主主 定

安所立

保場指指

はと 施の 予伐伐

定木 林

定

が

也 区
良

達 改

定

北

森す 海

る平

干同同

道

予成

林
告法
定 示

で年 第

和あ４

昭 拓

事事事

達ななな 概

る月

第

要ををを

也項項項

北

地 次 海 平

平 の 道

と成区 条 成

告の お 示

り年名 ２ 第第 道４ ３

成

任 平

就
設

施
良

改

営月

年

係り図林 伐 月
４日

年月

及課 の

備ると」務 採 整

び

画林るび及 限

計森す

では度。
と町

め次の丹

定、次積

準おり場

標とお役

るの

、え

期とは備

伐り」に

て 採 業 森、し の伐

齢す

採 方 要 の伐伐 目の

林択
るす

在的件法よを

所に

丹。砂と

積る土こ
。る

壊き

積、崩で

郡）のが

町黒のる

丹字

。３ 号

総

律 帯

法 地日

年 畑同同

合

第

整

） 備号

緊第

急
型２

備の

整条

土３事 項 号

事に 良定 改規 理地日 の
事告 事工公 のり業 業よ

し

田了。の 上完る をす

氏
別

の
事
監
・
事

日理

３

して

上。略い

以る省置

とのに

のそ覧

も、縦

の

。

。及る

る面す

す図供

大松防立

類
書
係

関）
び

は

字内備木

日、

町当 、 司

該 ５

木 の 北、立

海

の １
知所

道

市 に
堀る 図

す の 事在 次

１

］第

改規

業き層の

農暗土項
よ

排）に

用）良定

用ょ

よ

平同同の
次

、

）り

水

う

成

地

中土
、種

で

法の

繁た
法道類

池良海

郡改北

川
町知

田

堀

青和完

字昭事
了 山

年

道
海

北
住

名

一知

〇

町 示

志
後
道

海
北

を

堀
事

也る に

係 分
達に 部

村 す
限市

に
保
安

年

指
を

林

法

の第達日 地律月 番

也 ５ 也所
達

）
号



北

森 海
道林 庁

告法 立次経

平 示 木の済

成 第 の昭 と次部

十 和 おの林 伐三 り図務 採年 号

の年 と」課

四 す及及

北 海

２３
定

所立村

場指指アイウ

伐伐林伐

定木主主森間
備係 の伐はと整に 施の

目の
択て計る 採 業、し
伐伐画森

道 公 報

定１ 北

森す 海

る平保 道

予成安

林
告

林

法 支

定 示 庁

で年予 第

和 済あ４定

昭 経
部る月森

。３林 号

務日の

年 林

第

アイ

立町立次

木木 主主村間の
おの

のの 伐伐森伐と次

整係り図 伐伐 はと林に

択て備ると」 採採 、し

号

２
予

定 林定

安所
保場指指

法 林業 森の 定施

月 律 るびび 限

三 第 度。当

日 次別
の町

りに第

お場） と役号

火 」備

の

はえ条

曜

第

省い２

、置

日

採で林 方 要

し縦１

略て

め、

的件法よを定は

に

公こ標の

。るる次

るす

のが伐お

る衆と準と

限
健き齢と

）保で期り

。

る以す

、

立上る

はも

の木の。

び

第 及在

律 課所

法

壮
役郡 第

町狩 ） 瞥石 号

場当

第

え字 ２

備町 の

に別 条

森す及 のの

い山 ２

置青

採画林るび 方限

伐伐計

法よをでは度。

に
。るめ次の

るす定、次

おり

と標とお

こるのと

き期とは

で伐り」

が準
。略

立以る省

る齢す、

土

在的件

所

要 の目

木上

次流

郡ての

珠い砂

有つ
字に防

町図の

瞥の出

壮

規

そにの

、覧項

立示備

。よ

面るに

図す定

の供
書の

係次

関、

び）り

及

、の

海保

北に

をう

類よ

所
の
木。

立る
該す

当と

て奥 項

に
村
町
市
る
す
在

に

に川 定

覧番 規

縦二 の

供北

よ す海
事 次

。知１ 、

る道の り

）

保

に に

図 う

堀の よ

次 の

当のそ

、も、

はのし

示

及

木る面

立す図

該との

る書

す係

在関

所び

の。

３部
香す

村北

町を

市類

の。
３る

・限
１に

の分
１
の
４
・
３）

３

支指

狩を

石林

道安

以

安 立次庁
支保

イ
木の経

係

おの部の のと次済林

２

町
市
る

ア

主村間 定 安立町

保指指
施の伐伐森伐 林定木主

部 林

達す 安

はと林に の

支

イ
指に
也分 を

町立次庁

木 主村間の経

おの部

の 伐森伐と次済

振

る胆

係道

に海
と林に

市
ア

木次字分そ 定
立部

指指

尻限他 施のの臼にの

定

定１

に
筆
３
上

森

。成保

る平
す

安

所 り図林 伐 月の

４林 年

場

す及課 の在 と」務 採
度。び所

るび及 限

の別
次登
と市野

」に２ 郡 り所の 付 お役

海 は備、 別
町 、え

る 採 業 所、し整係 の伐
伐伐計森 目の 在択て備
をでは

に採画林 方 場要

次

るす定、

所的件法よ

標と

登土こるの

。るめ
伐り

市のが準お

別砂と
齢す

倉壊き期と

片崩で

し整係り図林 伐

町のる

及課 の

て備ると」務 採

画林るび及 限

伐計森す

をでは度。び

採
るめ次の茅

す定、次南

と標とお町

こるのと部

で伐り」場

が準おり役

る齢す、備

き期とはに

るの の伐
業林

。森 採
要つ）林 目の・ に

に 方い

い

的件法て・つ

は

て

砂伐、 １ に土主は の 、

すのに主 ・ 示

伐 部崩係

にの立２、

分壊るのは

南
郡
部

茅
所

場
在 日

所 ３

春 略い５
中 省置の

部
茅

別 して、

、縦
そ覧

す、

図供２８ のにのの

面
及る

一 の び。

一

以る

類ら 書か 係４ 関）

はの

丁備木上。

２防立

４該と

の当の

３、も

目

立す

に在

図所

のの。

次木る

以る省え

部市

する

示す

はのしい

木上。略置

立

の覧

当のそ縦

、も、て

木る面供

立す図に

該と
在関。

所びる

の。及す

木・択
市類

る書

す係）

伐

限防
る備の

に

）採よ ・ 。伐

る 、を
禁。

止以
。筆 、る６ １す上 の

に

尻
臼
字

町
、て

２い

のつ

北・
海
道

に
堀筆

２
事上

知以

を
北の

海

に村

分町

振、

胆で

道ま

町を

）市

。る

る係

限に

市島

る渡

係道

に海

村北

次
の
図 、

に

図
也の
次

達て
い

つ

す
示



２
安 次庁

支保指指
定 の経定

の おの部の施 と次済林

と」務業 所 り図林

北 海

アイ

主村間木 定
立町立

指指
施の伐伐森伐の

定木主

整係採 の伐にと林に伐

るて備るの 採 業係し

道 公 報

定１ 北

森す 海

る平 道

。成保

林
告法
示安

年 第

和４林 昭

月の

３ 号

日

所 年

第

海

イ

町立次町

主主村間木の役
のに

伐伐森伐のと次場

採りと備

にと林に伐お

備るのとおえ

係し整係

るて

号

指指
ア

平立

成定木 定
十

施の
三の伐 年

採 業 四

るび及場要 す及課目 在

。び所的件
干

の川
次上

と町中

害
防 で 郡 り場の ま 川 お役

町 、え

川 は備備

中 」に

森限 目の

中 略い

字 省置

採採画林度 方 要伐伐計
、び

的件法種をでは並
の植

、るめ次に

はす定

害めと標と栽

風定こる
で伐り方

のなが準おの
す・

備。き期と法

防い
木上。間

立以る期

る齢

所

第場 律

在 法

川い 第

上つ ）
号

郡て

第

町図 ２

川の の

上次 条

森限すり置

豊示 ２

字に

採画林度る」い

伐伐計

縦

種をでは並。はて

採

次に省覧

はす定、び、

定こるの植略に

、るめ

の、す

めと標と栽し供

で伐り方そる

なが準お

関）

。き期と法の。

い

書

立以る期係

る齢す・

目の

木上。間

月要

三方

日

源
水

的件法

火

か
の

曜

養
ん

日

、縦川 して
そ覧

る

、 面す

７ 図供
のにの

及
び。
係ら

関）か

書

び

はの及

、 北で を

ま 類

立す
該と種

当の樹

、も
町
市
る
す
在
所
の。
木る

部 の

原す 項

村

分 規

に 定・
限 に北

） 、

道１。 り

海のる よ
次

知・
事

の

堀 よ・

う
に

、もびを

はの及類

以 保

す道

該と種海

当の樹北
庁

所支

の。室

木る根

立

務

町林

市部

る済

す経

在

海

村

道

保た解

１２３

川ら

上か

平解場

成除所安目

予林的次 除
」 の ４保し図

年定との

定

市
る
係
に

月安て

北

森を 海

解 道

除
林 イ

告

す
法 富

示 立次良

る 第昭 木の野

和 のと次町予

４ 林

達上 安

伐おの役定

指に
也筆 を

ア
木主主村間 定

立町

指指

と林に 施の伐伐森伐

定

３

市別

るび

係及

に課

に

川保

イ

安 町立次町

木 村間の役
のにの の 森伐と次場林

ア

林にお

は

はと

の伐伐

木主主

立

さ省

日の定、 理

３林指
霧指そ

、
し

在れ由略

所

面

郡の理図

寒害定の

阿
町消北

寒備のを

阿防由

字滅海

で 号

のとおにあ
年 採りと場

」え。
律 限すり備る

法

並。は置

第 度る
び、い

覧第

植略縦） に省て号

栽し

の、に
る２

法のすの

方そ供条

採 業係し整係 の伐

・関

伐伐計森 目の
るて備る

種をでは

採採画林 方 要

るめ次

はす定、

的件法

風定こるの

、

害めと標と

で伐り らのなが準お か
防い

備。き期と

整係りと備 伐

まる齢す

置 の在 備るとおえ 採所

林る」い 限場

計森すり
、縦

では度。はて所

画
の略に空

め次省覧

定、
準お、す

知 標とし供

る
期との。

南 伐りそる

郡

採、し 伐

良 齢す関）

富

よを
に採 方
伐伐 の
択て

き
で
が

と
こ

。る
るす

法

路

辛釧

舌道

る

経

１庁

の支
務

道図林

海の部

北次済

堀部び

す及

事示課

知に

間書）１

期係。第

分阿

定

樹北規

びをの

及類項

支、

川り

上よ

道に

種海

以る

部う

済よ

経の

庁次

の
、も
はの

木上。

で立
所
の。

木る
立す

該と
当

。書

野 以る係

市
る
す

在

の北北 もを字 の類町 上
す道合 と海落

る上
庁、

支１

。川の

経

該
当

、
は
木

立

１ 部

の 済

の
木

立

一所

二

る役

限町

に寒

市
る
す

在

保

林に

備

也）に

。場

達

町

南指

びの

及林

課安

務 務、 林

市
る

係
に
村

課
及の

び

市
る
係

に
村

町

中、



ののの の 次

平 地地地 地 の

成 点 各）点点点

十 地に

三 点お

年 を国 け度

四 ののの 土 る

北 海

２

び 札北施

に範

の置字囲 番 幌海設位古
郡 中電所ヘ 、 宇 市道

ロ 泊 央力在

式る及ル

村 区株す番カ

通会水びウ

大 大

道 公 報

建１ 北

港設

３

海

に平届 道

関成出

湾 解

告

者

法

す 示 除

る年 第

和届４

昭

の出月

が３ 号

あ日 理年

第

解平解場保た

を
定１２

予林的

除成除所安目

す

安て

予４保し

る年定と

あ日の定

で３林指

定月

号

北

森 海 え

道林 置

告法 い

示 て

第

和 覧

昭 縦
に

号

順 す

年 供

月 次交 公分地地地

三 点点点 に通 有

日 かかか 直省 水

ららら 線国 面

向向向

で土 と秒方方方

理 地か角角角

結地 陸）

ん

火 だ院 とら

度度度 線二 の方

曜 と等 境向

分分分 平三 界角

日 成角 線

ス

字

度秒秒秒 ９点 に

堀 東社域

株 １の

締囲３ 並 村 丁取範番 番

目び ２役及

、字 番社び 番に

地長稲
穂番
面 及 山崎に 番 南
英番す び

２る 雄

。

第 由た

律っ

法

地国

福第

会） 社号

祉
と１

地第

用３

設の

施条

路害

釧風

。在れ

る所さ

丘備

鶴防

市の

）

第 。

律 る

法

４
の

第
）

号

のの 年堀 よ

２
第

２
の

条

の

向 月囲分方方方 ３株 り

向向

北 ま秒

緯 れ 日の た の方

度 区 春向 域の 分のの地 分地地 の

点 日点点 満
潮

並地

並先有

番

地 位秒の

宇 ヘ古 字に先

にび地

び

字 ス大 ウ村 ル泊 カ郡 ロ

堀

め定

た規

るの

す項

株 番

事 次

知 、

道 り

海 よ

北 に

知
道
海
北

外
り

お

堀 と
の

、
り

よ
に

定
規

の
項

堀
事

点 、 保
に

う
よ

の
次

東
経

＋

１２

出幌海設位

平届札北施

者市道の置

成

株す

４央力在

年中電所

村 、

月区

改

、並

番番
北

港良 海

に 道

関

湾

告

す

法 札北施施

示 幌海設設

る 第

中電管保届

昭 市道のの

和

也 設
施

達 郭

央力理守出

４５

の

埋設始了設施

施開完施

定定管の

立建予予の設

の理

岸の日日理管

護設
工

３
也

達
設郭埋

施外

面

の施立 積

種設護

類岸

、

指
の

林
安

点点

地地地地

のののの

日通会水

３大式る

点点

締囲

丁取範

１の

東社域

山
南

地長

番社

２役

目

が 号

大式法巡あ

年 区株方は

東社にた

律 通会視っ

法

１よ。

第

丁り

番。第

２う） 目行号

地

開平平画

事計者

３
の

条

延設捨始成成

長置石及

深斜完４７

水傾び年年

護了月月

－岸の３

予日日

定

－
ら日

か期

規
模
び長置ー 方及延設ケ 平

深ン ー構水ソ メ

造

式 ト

－護 ル

岸

－
ら

か

点点

地地地地

のののの

らららら

かかかか

点点

角角

向向向向

方方方方

角角

度 度度度

分

道
海

北

雄
英 分分分

一 知

三

よ
に

定
規

の
項

１
第

堀
事

お
と

の
次

、
り

秒

方方 方 ののの の 秒秒秒

向向向 向 方

点点 地 地地地 の ののの

の
設

施
郭

外
り

也
達

点 点



波後防防 防良

南改北南

延設ケ延

岸堤堤

護波波

延設捨

北 海

設捨

堤岸

波護

防立

南埋

設ケ延設ケ延

道 公 報

３
施外改北

設郭良防 のの面

の施前 地地積

種設波 点点

類堤

、
規
模延 のの

第

のの の 範次

地地

地に
点 各）点点

地 の 囲
点お
を国 け度
年のの 土 る

号

古地国
番る

平宇先有

成郡並地
十泊び地
三村に先
年大古

四

ソ

長置石長置ー長

字宇

水傾水
深ン 深斜

式 護

－混 岸

成
堤 か

ら －か ら

－

水傾

置ー長置ー長置石
深斜

水ソ水ソ
深ン 深ン

護 式 式

－岸 －混 －混

及 成 成

び 堤 堤

プ か及
－捨パ らら らびレ かか

石ッ －－
ク 傾

ド 斜

メ 点点び 方 地地及長 平

かか構 ー らら造 ト 方方ル 向向
角角

度 度
分 分

順

秒 秒

地地 次交 公分
月点点 に通 有

４かか 直省 水

日らら 線国 面

建向向

で土 と秒の方方

理 地か設角角

結地 陸）

ん
だ院 とら省

境向土度度 線二 の方国

と等

理分分 昭三 界角地

和角 線

院 点 に度秒秒

月堀郡

三株泊

日

大
村村
字

び株 及堀 番

火字村
ヘ 曜

カ並
ロ番

日

ウに
ルび

コ 堤 の の

岸
護
式
ト
ー

リ
ク

ン

向 向方 方
点点 地地 のの

のの 年堀 よ二
等

向 月囲三 分方方 ３株 り

向 角 北 ま秒
緯 れ点 日の た堀 の方

度 区株 春向 域の 分変の 分更地の の
日に点地 満よ点 潮

ヘ
ス字

地。 位秒のる

ロ
ル 、カ 番
ウ
番ス
、
番
３
び 、及 番

川

平道道道区上

１２３
の郡

路路 成路
のの

域町

４線麻 種区

年路当

定の
月類名

北

道しそ日 海

たのか 道

。関ら

路
告

係２

法 施施

示 設設

図週 第

和 管保面間

昭 のの

４５

理守は、

始了設施札北

施開完施

市道

建予予の設幌海

設

日理管中電

設定定管の

点） 、

工の理央力

の日

東
経昭
和 ＋

護

波口口

防水水

南取放

岸岸岸

護護

面 びに 及番 番
す

旭牛

日香

３伊

岸
護

立
埋

道
道川
層

車か

転先

自地

峡５

雲番

線
道間ら

、一 号

海の

法 法巡北般

年 方は
よ建覧

第 に道縦

律 視
り設に

る 第

う道す ） 行部供 号

。路
整。

計者区株

及 １

課 第

備 条

通会

ケ開平平画大式

事

東社

ー始成成

ソ及

丁

ンび年年１

式完４

２

混了月月目

成の３

設

日
期

定地

堤予日日番

レ長置

設捨廃延設プ延

水傾水パ水

置石止長置

深 深ッ 深斜

ク 護

－ －ド －岸

コ 及

ン び
プかク

パ－ー らら レらリ かか

ト －－ ッ

水ソ
置ー長

設ケ延

深ン
式
－混
成
堤

－
ら
か

敷
地

北

員
幅
の

海延

道
知
事

道 定

海 規

北 の

び 項

堀

長

現 道

木 、

土 り

川 よ

旭 に

え を

備 域

に 区

所 の

業 路

式 ク

護 ド
コ岸

ト打

ー所

リ場

クび

ン及
ト
ー

リ

岸ク

護ン

式コ

一
四

の間
と区

達等複
道
国重

り

、 お

て と

い の

置 次

也

岸
護
式

決示
告



払地平

区勇１安

平 郡先

成 番 早か

十 １ 来ら

三 地 町勇

年 先 字払四 郡

北 海

道道

しそ日

更の１２３

。関ら成路

たのか平道
の
路路

のの 係２
面間４線 種区

図週年路

日

、一３

は、月類名域

北般

道 公 報

北

道
道

海

路 区夕地

告法 張先番

示 市か地

第

和 広夕ま

昭 末ら先

町張で

号

丁本

年 １市

第

路道

しそ日

更の１２３

関ら成路路

たのか平道
の線の

。
係２
間４類名域

図週年種区

日道夕

、一３

は、月

面
北般

号

北

道
道

海

路 上

告法 川

示 郡

第

和 別

昭 愛
町

号

ま 安 愛

年 字

月 で 平早三 来

日 町

変後
間番字

火

前別
更の前後

曜

日 敷
地

覧安

道縦道穂

海の道瑞

道す車

部供停

設に平

建
び

及
課

備
整。線

路る場

１

律 目町

法

北

第

番丁
目 間

変後第
）

号

更の前後

敷項
１

第

前別条
の 地

建覧見

道縦岩

海の道張

路る
道す

部供線

設に沢

律 別

法

北
び

及
課

備
整。

番

第 ４
１

ま第

先） 地号

で

の
項

１
第

条

の
員らでらで

かまかま 幅
延

海

土北

蘭
室

道
海

国重
長 備堀

に
所事

業知

現道

木

規

い
置
え

定 の

でらでよ

かまかまに 幅

道
、

り

員ら

延

路
の
区
域

幌
札

道
海

国重の
次

を

長

所事

業知

現道

木海

土北

よ
に

定
規

い
置
え
備堀

に

の
次

を
域

区
の

路
道

、
り

の間
と区
等複
道

北

道 海

路 道

法

帯先番

告 広か４

示 市ら地

昭 第

町広ま和

南帯先

３

示
告也

、
て達

南市で

か平道路道区

日
の１２

の線の

ら成路路

２
月
間４類名域

週年種区

変

とり 区 等

お 複 道と
、

更

の間

北

道しそ 海

たの 道 山先路 苫

。関 告 ま

係 番 前別法
示 郡村で

図 ３第

初和面 地 初字昭

先 山

１２３

示
告也

、
て達

は

成路

か平道道道区

日
の

の
路路 ら

のの ２

名域

間４線 種区

週年路

更
変

り
お

と
、月類

北

道しそ 海

たの 道

。関

路
告

係

法
示

図 第

和面

昭

は

年 号

南律

線町法

９南
番９第

４線

号 地

第
）

道帯

一３

項
２
第

条 前後

間

覧森

縦の

の道広

般日

の

る変後

す線

供園

に公

前別

。更

別山

、 か号

法北 ら 村別年

字律海 苫

建 郡８ 山

第道 前番 初
別初地設

路 第

道 ）部 号

前後整

般日
一３

及 １

課 第

備 条

初間

覧田

縦道代

の道千

の

る停変後

す別

供山

に

線
場前別

。車更

、 号

建

第道

律海

法北

年

設
路 第

道 ）部 号

整

の

及 １

課 第

備 条

規
定

らでらでよ かまかまに
の
次

、
り

一 道五 路
の

道延

海
北

員
幅

の
地

敷

供

び 項

堀長

事
知

北 の

海 規

道 定

らで広 よ

かまかま帯 に

業 路

現 道

木 、

土 り

らで

所 の

に 区

備 域

延

海
北

員
幅

の
地

敷

え を

規

北 の

び 項

堀長

事
知

道

、

土 り

萌 よ

留 に

道 定

海

域

に 区

所 の

業 路

現 道

木

。
る

す
始

開
を

用 え を

備

間

也と区
等複

達道
国重

り

、 お

て と

い の

置 次

の

区 等
複 達道

国重

変示
告

て と

い の

置 次

の間

也と

変示
告 り

、 お



り１

の成道路区

線次平

電、

路

共
同と

間

のり４種

溝お年の線

共日

備線３

整電月類名

等

北 海

道
海

北

広番町で広番町

告 尾字尾 １１字

示 郡尾郡 地地尾

第 大田大 先先田

樹 かか 樹
らら

番番 町町

号

尾尾 １地 字字 広広

道 公 報

道路道区

そ日
の１２３

線の

関ら成路路

のか平

の 係２
間４類名域

図週年種区

日道光

、一３

は、月

面
北般

第

更 北

道し 海

、

路道

道

同
路 道

告

条
法
示 岩

第 第

和 沢２ 線昭 見
停項
の 号

場規
年 車

号

関ら成

のか平

そ日
の

平係２
成図週年
十面間４
三は、月
年、一３
四

見呂

に同道北常

北般日

整戸訓

すを置郡

関溝道

べ町

別す府

特備線子

る
法道町

置き東

措
路

相

先 ７定地 成指番 平を

大 先ま 川川 郡郡 地先 相

で 大

樹 樹ま

別
の前後

後

覧尾間

道縦園

海の道地

道す変

部供線

設に田

建
及敷

課
備

整。前

路る更

に
律 名線定

法

の 北

地 び
よ
第

供岩岩り
第 用沢沢路 ） 見見道 号

市市の

有１供
１

南西を 第 開明条用 条
す の

始番丁始 項

１４開

目

月海の

三道縦

日

路る
道す

部供
設に

建覧

火

備
整。

曜

及
課

日

律。ら 法たか 年し

北
び

北

第

堀

条
３事

第知

）道

号海

の
項
１
第

らでらで

かまかま
道線 重道線

道

北

広
帯員

道幅

海

にに 道

所事

業知

現道

木海延

土

規

道 い
置国

え
備堀

に長

２に

先番。 定 の地５る

ま、

北先り 区ら地よ

か

区

事の

知路

道間で道

海

を

堀用成域

供平
開

次
の

始

所
業
現
木

土
幌

札
道

海

の

に也

定
規達

い
置
え
備
に

建１２

よ
北

建築 海

物平認認 道

を成

築
渡基
認 島定 準
定年定 支

し４

法
庁年 た月 告

複清お 清

大間 けけ の 区水水の お

要
概

４

間樹る樹る 間 大

３

示の

告也と

、等 て達

成
る平事日場

よ
に１２

通
知

っ月
あ４件時所

が年

達期と
北の
次

変

也り

日お
会争
社り

路区道お
海と

告
、
て

名間業行
事議

線
２

示

。３番

昭 類
種
の
路
道

示

日月 和
第
５

号日

年
号

第平

第
律

法

成

号

３ 第

－年 ）

認月

条通

社業法岩ら

事事祉会あ

る会協人内ゆ

す

支

函海院形

全福会北病る
社争

場法館道、の

職祉
人病社

庁

海、事福行

北院会会議

社会協法を

道社業祉為

平

た３

会福会人行

の
成次

。日

賃労そ

引条他４業

金働の年事

げ、要６に

上件の月所

の働に午い

等労求日お

求境す０、

要環関前て

行
会を
協為

に改る時北

子呂呂院う

訓常常病

公

停訓訓働、

府郡郡労旨

場府府合働

車子子組労
行調

元元執係

線町町関

１委整

町町

訓
郡
呂道

常道

番番員法

町
栄
町

府
子

日 第

番

１
項
の北

規

支 り

島 よ

渡 に

道 定号 海

お

泉 と
の

長 次

庁 、

告

業法良海。

事祉富北う

院会

会北病社

協人野道

帯海

示

会協

病社社業

広道、事

社業祉と

、事福会

院会
北協

福会人や

会協法う
海会

祉小

の争降道

関善係以海

法

事

係求問会

る要本社

す
北す決協

関解業

争に題
る院

道係至病

海るに会

堀の組
で働

事ま労

知争

地地長

期合

かま横和

先先昭

らで山
年

表

雄第
仁律

久法
か

平第
、）
ら号

成
条

で
ま
先

地

一
六

診

数

雄 複
の

睦 定
一

川 り

、会所

北院社療

人病道

会福協

社会業

道社事

海

従

也が
員

達合
組

間の

の
月項

３１
年第

、定
日規



イアイアイ

平 数落１数落１数

成 量札箱量札瓶量

十 に当に当

三 調係た調係た調

年 達るり達るり達

四 予物の予物の予

北 海

落１数落１

アイアイア

瓶量札瓶量札箱

落１数

調係た

に当に当に当

札

るり達るり

係た調係た

の予物の予物の

るり達

物

道 公 報

１

数落１数

札
落アイアイ

係札箱量札瓶量

に落１
た調係た調

るに当に当
予

品るり達るり達

物係
等物の予物の

第

札

次

５

幌

の平 医

と成

縦

科 覧

お 大 図

り年 学

一４ 書告

般月 の示

競３ 縦第

争日 覧

号

所
住

象の
者

請

対申

３４
び

区及

月 定品単定品単定

三 数等価数等価数

日

称称

名名

量の量の量

火

フイ

箱ジ箱ノ瓶

曜

カー

ルア

日 ント

静

等価

品単定品単定品単

量の量の

等価数等価数

称称称

名名名

の

ソン

血キラ

献瓶タ瓶グ

グ注液

ノル射

ェー注

ヴ

等価数

の品単定品単定

名

称の量の量

名等価数

び称称

及名
数
量

ール

ヒア

ル血

ボ箱献瓶

ミ

ルブ

入 場号

所札 札

よ
に

幌

海万落

北長り

医

渡町者

道部札

科

支設決

島建を
大

経内し

庁課定

学

山長

域名
氏

済た

山

長町

郡－郡部

越、越万

長

町加

部－部

万、万長

町
大う長

字の字藤

用倍 注

位
単

溶

箱／

／）

瓶付

５液

×解
瓶

ロ
リ／

ブ
ン５

ー

５×

／１

ン

箱 瓶

／ ／瓶管

幌５ 札％

医

４ 科％ ×

大瓶

野

箱 秋／瓶 組 長／ １ 学

部。 告

設
建

示

部明

浜ち万大
内
課
導

指

、
－

、
ち１ う地 の４番 １－
－

５６

、
ち
う
の

約般約名所

契一契

の競に在

相争関称地

４

方札る

円円手入す

落
住札
金
所額

明
豊

円円円円円円

所名

住氏住氏住氏住氏

３

所名所名所名

者
札氏住氏住氏住氏

落
名
氏
の名所名所名所名

－

２

－
、

札成

アイ落平

落数を
調し月

に定３

札量決年

番

決務海便

を事北郵

係

た当幌

し担札号

定を道

手す医

続る科－

組大
織学

総道

称局海

名務北

の事

条
３

北
区
央

中
市
幌
札

及

西

名株名株名株札株
目

丁

市会

古式古式古式幌式

市社中社

屋会屋会屋会

東ス東ほ央モ

市社市社

区ズ区ズ区く区ロ

東ス

く１

東ケ東ケ東や南オ
西

端端端条

片ン片ン片

町町町

８８８

札株
地地地目

番番番丁

古式幌式

及株札株名株

市会屋会市会

び式幌式

所社中社市社中社

場会

く区ズ

モ央ス東ほ央ス

北ケ東や南ケ

ロ区ズ区

条端条

３ン片く１ン

オ
西町西

８

る達た７

目地目

丁番丁

の量
等数
品定
物予日日

称
名

ン
サ
フ箱

中

在会市

所課幌

び務札
条
１

南
区

室央

地計

一 西

七

地
番
３

地
番
３

目
丁

×
単
の

り
た

当
箱

１
箱

／
瓶

価



者どアイウ

はう

請 の の、か申申申 条 こ
札か審書 請請 ５ 入アの
をの ２のの はら査類 の
ま申提 の 、ウ

北 海

３

こ納め納海件

る求北条

が入と入に入道付

道納

察般

行す。すよす警一

物速物の競

うるるりる

入

名品品や品職争

指物
競又にかの員

道 公 報

２

調ミ調納納札の平

入次

達ニ達にい成

をパを参ず
に北

すトす加れ年 入入

物ー物るも海

るカるす

品品者該道 期場

第

協１ 北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成 警札

おこ用 察

りのを年に 本

一入受４付 部

般札け月 告

競にる３

す

示

争係。日る 第

号

平
成
十
三
年電

四

定 方で請出 規時方 地 話

治定な に 自にし期法先

け平申け郵 る 法めけ よ
行とれ成請れ便 条 施る

書ば番 件
令こば

一
ろな年類な号 付
昭にら４のら

般
和よな月提な

りい３出い－ 競
争、。日先。

入 年２かの

立参

争は係に検の札
政

アじを会加

入こる応査

格

ににフら行い資

札れ

る設下の

関類タれうの

るすサこ備に審

す似ー
。日検

指るーとを、査

国に

を品ス本査

名物ビ

にじ

止つ修内応

停に、

等に当告
さい理

等

る第

の台の日所必す示

名仕要

称様なこ
格。に

及等平契資と号

担規

び成約

数

る

札８者す

量入年当定

の物

説月等

明

入る事

に定の

書日指品

札調項 号 道

達
以は 警下、

察入
」４

札年

本と月
い

部

。マ
う日

月番

三号

日

－
－ 火

曜

内 日

５示北 で 令のら指 札

線

か月に海 あ 第

ら７よ道 る

日り札 の 号

成市 、 以

まま作幌 で 。

た央 札
にし中 入 下

でで

掲
る請北 参 令

げ申区 に 政

格類条 し と

資書２ 加 」

れて、有ら

をを西 よ い

い相品てる

て、部しれ

い期給りと

な当供おこ
約

とのに契

こ間等、。
者

又て当

産い担

。生つ
担求

売約の

販契等

は、

。場の

るる入

よす購

実

。
と
こ
る
す
有
を

格

所資

）ラ 告

実シ海

をケ北

示

本

る作察

すで警

施ュ道

府
政山

た
れ長

さ部

。成
達
調田

す出丁 と 。

有提７ うう
第るかな

るし目 す ）
８９

入入こ

落財て契要そ

っ

入 者書 規札札の

札約 務
則に

効加に の 第有参札 の作

り

有等よ

を者に

績当め

７

すの
こ札交交

和と入

入

付付 保北に明

札年ろ説

６

道るの

証海よ書

入保

札下 札金

入開開入以証

にを

加付 保消 参納 札札札

４５
る
す廣

関
に

便海話札入

契郵北電入

号警号行

条番道番執

約

察の札 項

場 を本 っ
行
を
査
審

決成
なし参
し 方要 第入よ加 条 定の

項 法に否他とよ １札う
者す 規るると の限すう

よ
し要者 に
）にる 定。

れ３ 定
者さ、 り
た求は

の規。交

金

落るの め
を

所法

付第に

納則付場方

関 の
除。る

免号す
便海話の

、以事郵北電

付番道番場

納下項

法務察で

方財号警号所
交 本 等規

税 しす
費

は則－部－付

」 うこ
等 よる 証 日場日

い す。
と 時所時金とと

者
う る

、
） 本成にには

。 察平
同同相 部
５。。の
当 総年じじそ

の
を 部月者

額 務

含 会

及 す場 －部－所 示

総

び 場務－ 所部日所
時 北会
海計
道課郵北 内

番 幌道－ 線便 札海
警 市号
察 中
央本北

審
、
は
き
と
た

海 － 区部

を

道番果

海話結

北電査

察申

警号
請 本

た

部－者

価
とイ 定
者務の 予

札義
書 制
。請 の
る申 格

すの

内

の 囲

２ 範

に の

類 限

す

ら 最

か で

総 、」

る 務－ 政と
令い部。

第う北会

。海計

）道課
幌 の線 第札 条内

７市

及条中
区 北ら央 びか

北 海

。 課積
む 計日見

条２ 道

た
の 前っ

） ）午も

時契
約分

にに

送額５

郵金の
る

場税す

る費当

よ消相

北１

合及

道 ２階札

海 ７会市 北 西札幌 条入
札 目央 道 丁場中

条 中に２ 市送北 幌郵区
合丁 北
場７ 区る西 央よ

に 総

通

部知 － 務

す 装

る
線
内 課。

備

一
八

低
もげ

掲 を

に 格

で 価

ま の

則
の７ 規
で西 務

ま条 財
め目

定丁

方上

、地以

はび額

昭る

２

税札

）費入

着消の

必

便海 ７
郵北 西
、 条

は目

目号警
番道 丁



協 北

次な定 海

のおの平 道

と、適成 警

平 おこ用 察

成 りのを年 本

十 一入受４ 部

三 般札け月 告

年 競にる３ 示

四 争係。日 第

北 海

こ詳
の細
入は
札、
の入
執札
行説

道 公 報

約本の

者契契日こ

アイ

札

あにの語入

で約名所
在 かす続び及

る関手及

申事お本契

をるに日び

第

落

に入る捨税相

号アイ

業す札

掲札落額て事当

加金者る者

札 げ金をた

入等算額で金と

決 る額

っ

に 札にし）あ額な

定
当 及係たをるを

号

札 格た関

資まに開

る類
札明
時 有入説

の を、し

こ参求
お るにを

に す

月 入る

三 札調 号

日 達
以は
下、
入

火 札年
」４

曜 と月
い

日 う日
。マ

は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

称地て通は

し務い国約

当用調

る担使貨、

出を

る手

とす北郵電す達

こ

道番番言続

。る海便話

察及停

織警号号語の

組
の

び止 名本

貨が

称部－－通等

及総

有 － び務

札者

た びる金もか入た

て税書は

っ こ消額っ免

て の費

記落

は 公税当落事に、

価者載札

、 告等該札業

取額格です決

入 にの金
書 め扱にとある定

札 定

と速

に るい１するこ後

未のを。や

記 入円るか
わに

さ に満で問か

載 札

ら
て と加め

い

れ 関の、

明うた
２ 証よれ

、 をし
は
定 るす合

規 すと場
に

等はそ
る 類者、

す 書る
応
を 添開に

格 を、れ
資

し てのじ
有 え札

）ラ
をケ
実シ
施ュ
すで
る作
。成

達
調
府
政
た
れ
さ

所部り
得 在会北

る

幌線 札内 課道。

地計海
市
中

端入ず消

西
条
２
北
区
央

見税

金 る数札、費

た す

に 件あ参積等

額 条がに
とすっ課

当 にる加もの

契事 金 反きるた税 該 違

の た、は約業 額 しは者

入そ、金者

札の消額で
る の

は端費のあ 分

、数税

か ５

請日け
な 申前な

無金等

な
の 期でば

者 のまれ
い

に約なた 内契らし 間に
者、 出当。札 提担い入

れら規 けか務 な等財 し

１月

７
る
す
関
に

ば当則

り

札海 交のた

落北項当
に単 の 付財定の 者道規
よ価

務

５６
説

入開開札札交

入入入
金書 札札札付 証明

札保

３４

目
丁
７

はの 保

海海話札入

契北北電入
号行

条 が道道番執

約 道
う幌察の札 項 行札警

場 を

の 効額に免 に分

指市本

とを係税 相

事 当 す切る
２

。
るすり課に業

い成

調契納札の平

入次

達に

を参ず

るすに北

す加れ年 約入

な該第

ら申
１

。
い書各

な請条

付
を免 に達転

札調運

入

方則り）

決規 る証
す許

定を 定

て

和 法法たっ

昭めも 方

予
価札

年定入

海 海話の格
北 北電

道 道番場有

察で月な

規 警号所１効

則

交当入 第 本
部－付た札

に
免付 証 日場日場 、交

るす

時所時金す関所

除
事北

。る

同道

話成にに項海

電平
同 番
５。。幌

号年じじ札

月市
中 －

及 す場 名中部－所 示
競央総

び 場
入所北部日所 － 争区務

時 札２会

海 内 関西課北北

に条計

札警

る丁道道 線 す７海

指目

幌察 名

物るも海
停中部

を市本

等に当告

品者該道 期場

仕要る第

の間所必す示

様なこ
。に

等平のす契資と号

囲こ担規

成範る約格

でが者す

入年内と当定

の物

説月、有等る

札７

品成 る物作

す

明１平り

称ム
名テ

項のス
等シ 事

式
一

量借
数貸

び賃
及の

すりに 号 総

るの限

以 部。単る －。 務

価。 下 会

）） 計

者 線務制た 内財 課のし
のを 規限
則一 範落 」九

す うでと い内者 と囲札

日央

最

区

午北 －
前２
条
７ 内時西

送目

郵丁 線
に

さ区階

止央１

合
場

る
よ

場

い条会

て２札

れ北入

品
。

と目

こ丁

い７

な西

る定の

書日成得指

にか
平６る貸

よら年。す賃

所の

。成月場借

る

有

月限を

３を格

年日資

度

と

で該こ

ま当る

日にす

。契

警の

道り

海た

北当
月

１

る 。

山
長

部）

本価

察単

価 第の。 ）低
格
条

た約。

）
着

必
、

は

第１ 算長
予延

、を
し間
だ期

田
廣



道成
海平

北
警
察年
官４
月
巡３
査日

北 海

ここ詳

のの細

入入は

札札、

及の入

び執札

契行説

道 公 報

所約本

者契契日

イアイ

及

札あにの語

落で約名
在 とかす続び

者る関手

っ申事お本

なをるに日

第

号ア

開に入る捨税
た業分 札掲札落額て事

額加金者の の札 げ金を

時決 る
に定 入等算額で
る相

おに 札にし）あに

当 及係たを

号

約
契要そ

８９

平
書 成

十の 作

三成

年の 四平） 成の 道

採 年用 警度試
験 第 察を １

次 回、

本

海と 北の ）

部

警り 道お

約は明

は、書

、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等
が
有

を称地て通

たし務い国

こ当用

はる担使貨

者出

話る

落とす北郵電す

、

組道番番言

札。る海便

の察及

定織警号号語

決
後

び 速名本

貨

や称部－－通

か及総

－ にび務

す

てた びる金もか当

い

て税る

、っ こ消額っ免

２て の費

業額

には 公税当落事金

金価者を

規、 告及該札

定地額格で入

定入 にび

る書 め方にとあ札

す札

かに
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